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「フェニックス（九州保健福祉大学社会福祉学部卒業生勉強会）」活動報告 
―「知っておきたい介護保険」冊子の作成― 
 
九州保健福祉大学 社会福祉学研究所 
清水径子 
南方地域包括支援センター 
児崎友美 
延岡市役所 
伊住真教 
 
１．はじめに 
平成 21 年より延岡市役所や施設、病院等で働く本学社会福祉学部卒業生（主に社会福祉
士）有志が集まり定期的に勉強会を実施してきた。勉強会の活動の中で市民の方へ福祉に
ついての情報提供ができないか。福祉大卒業生として何か地域貢献できることはないかと
日々、活動を模索していた。その中で、介護保険制度の改正等により延岡市で配布されて
いる介護保険制度の冊子が変更され説明しづらく、高齢者の理解も難しいという意見が挙
がった。そこで、延岡市の介護保険が必要な高齢者が適切に介護保険サービスを選択・利
用でき、支援を必要とする高齢者の QOL 向上を目的とし、福祉専門職が説明しやすく、高
齢者が理解しやすい介護保険の冊子を作成することになった。専門職が集まり、介護保険
に関する説明冊子（A4 カラー8 ページ）の作成をおこなった活動について報告する。 
 介護保険とは、2000 年に施行された介護保険法のことで、介護が必要な高齢者を社会全
体で支える「介護の社会化」や従来の措置制度から利用契約制度への転換、ケアマネジメ
ント導入による介護の科学化などの目的から創設された。しかしながら、2015 年、第 1 次
ベビーブーム時代に生まれた、いわゆる団塊世代の人たち全員が 65 歳以上になり高齢者に
なる「2015 年問題」により高齢化がさらに進んでいる。財源不足等の問題もあり介護保険
制度の改正が行われ、予防重視型システムへの転換や地域で支える介護が重視されるよう
になり、地域支援事業の創設、地域包括支援センターの設置、地域密着型サービスの創設
等がされ、地域によりサービスが異なるものも増え、制度自体が複雑化している現状にあ
る。 
 
２．OBOG 勉強会「フェニックス」の立ち上げ 
 九州保健福祉大学社会福祉学部卒業生が、勉強会を通じて、福祉専門職としてのスキル
アップや、卒業生同士の交流を図る目的で結成・活動する団体である。今年度の勉強会の
テーマに、「介護現場における利用者様へのわかりやすい情報提供冊子の作成」を掲げ、冊
子「知っておきたい介護保険」の制作をすることになった。 
 活動をするにあたり、団体名を「フェニックス」と名付けた。ヤシの木が大学に植栽さ
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れていることや宮崎県の県木であることなどが由来である。 
 
３．情報提供冊子の作成について 
１）冊子の概要 
①冊子名 
? 「知っておきたい介護保険」 
 
②企画概要・考え方 
? 延岡市内でこれから介護保険を利用する人や家族等が、介護保険制度の概要を理解し、
適切なサービス利用に資するため、情報提供冊子の作成に取り組むものである。 
? 冊子の制作にあたっては、介護保険制度を説明する福祉専門職の視点も重視し、特に延
岡市内の高齢者にとって必要性の高い項目を記載するとともに、イラストや写真を交えて
簡潔な説明を心がける。介護保険制度を利用したことのない高齢者に手続き方法やサービ
ス内容を簡潔に伝えられる冊子とする。主に市役所、地域包括支援センター、病院等での
介護保険に関する相談を受けた際の介護保険制度説明時に使用することを想定した。 
 
③冊子の対象者 
? これから介護保険制度（一般介護予防事業等を含む）を利用しようと考えている高齢者
及び家族。介護予防サービスを勧めたい高齢者等。 
 
④冊子の内容 
? 今回は、A4 サイズ、カラーで 8 ページに限定し、延岡市の介護予防、介護保険制度を利
用するために必要な情報に限定した内容とした。現在、市役所が配布している介護保険制
度の冊子との違いは、必要な情報をシンプルに紹介している点にある。また、写真やイラ
ストを入れることで高齢者がサービスをイメージしやすくなるよう作成した。また、作成
中に高齢者疑似体験キットの白内障眼鏡を用いて、高齢者が見えやすい色を確認し、文字
の大きさにもこだわった。 
? 一方で介護保険制度の目的や仕組み、保険料、細かな利用料金等については、掲載して
おらず、介護保険制度の詳細が理解できるものではない。高齢者へ実際に本冊子を利用し
て説明をする場合、専門職員はその対象者にあわせて、必要な項目があれば本冊子に書き
込みをすることが求められる。 
? 本冊子の内容については、延岡市健康福祉部介護保険課に内容確認を依頼し、助言をい
ただいた。 
? 本冊子の構成については、表１の通りである。 
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表１．本冊子の構成 
頁 内容 工夫（独自性） 
表紙 見出し、基本チェックリスト抜粋 
表裏の表紙に延岡市の写真を使用。 
介護予防事業を利用する場合に使われる基
本チェックリストの一部を掲載することで、
体力の面で支援が必要かどうか簡単にチェ
ックできるようにした。 
2～3 
介護サービス利用までの流れ 
訪問調査・病院受診について 
認定調査項目 
訪問調査のポイント 
訪問調査や病院受診についての説明を詳細
に記載。 
認定結果の非該当（赤）、事業対象者（オレ
ンジ）、要支援 1～2（青）、要介護 1～5（緑）
については、4～7 頁の利用可能なサービス
に対応できるよう色分けした。 
4～5 
一般介護予防事業 
介護予防・生活支援サービス事業 
住宅改修 
福祉用具の購入 
福祉用具の貸与 
一般介護予防事業は延岡市で実施されてい
るもののみを挙げた。写真は 100 歳体操、さ
んさんクラブの活動場面である。 
介護予防・生活支援サービス事業は負担額も
目安として掲載した。 
住宅改修については、償還払いではなく受領
委任契約の手続きを掲載した。購入・貸与に
ついてもよく利用される福祉用具にのみ限
定し、現物の写真付きで掲載した。 
6～7 
自宅で生活しながら利用するサービ
ス 
主な施設サービスの種類 
できるだけ専門用語を使用せず、短い言葉で
伝えるよう工夫した。 
特定施設入居者生活介護のみ市内の料金目
安を掲載した。 
イラストはフリーイラストを使用すること
で、サービスの違いが分かるよう配慮した。 
裏表
紙 
地域包括支援センター一覧 
延岡市役所問い合わせ先 
介護保険被保険者証（見本） 
発行・代表者・発行月等 
65 歳以上の高齢者へ郵送される介護保険被
保険者証（見本）の図を掲載することで、高
齢者への確認ができるようにした。 
地域包括支援センター及び延岡市の介護保
険に関する連絡先一覧を掲載した。 
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２）フェニックス活動日程及び参加者 
 活動は、原則月 1 回（第 2 水曜日）の 19 時～21 時に大学内で行った。冊子の進捗状況
や参加者の参加状況等を確認しながら、臨時での集まりも数回行った。情報の伝達は、
Facebook のグループ機能を活用し、活動日程の連絡、欠席者への内容の周知、進捗状況等
を随時配信した。 
 活動日程については下記の通りである。 
 
表２．活動日程 
日程 内容 
平成 29 年 4 月 12 日 冊子作成の検討 
冊子の内容、ページ数と内容、作業工程等の確認 
5 月 10 日 介護保険制度の冊子案の作成（ｐ２～３） 
6 月 14 日 介護保険制度の冊子案の作成（ｐ１～５） 
QOL 公募要領の作成 
7 月 12 日 介護保険制度の冊子案の作成（ｐ１～５） 
（稲田先生、学生 3 名参加） 
8 月 30 日 介護保険制度の冊子案の作成（ｐ１～５、８） 
9 月 13 日 介護保険制度の冊子案の作成（ｐ２～３、６～７） 
9 月 22 日 仮冊子の完成（MSW2 名参加） 
アンケート及び倫理審査申請書の作成 
10 月 2 日 倫理審査が承認された 
10 月 3 日 山崎先生、川崎先生への添削依頼 
10 月 5 日 延岡市健康福祉部介護保険課への確認依頼 
11 月 1 日 結果を基にパンフレットの修正 
11 月 8 日 病院・地域包括支援センターへアンケート発送 
12 月 7 日 アンケート結果を踏まえた最終校正 
12 月 19 日 印刷依頼 
1 月 17 日 冊子完成 
1 月 18 日 配布準備 
1 月 19 日～配布 
 
 今年度、本活動に参加した卒業生は、9 名である。 
 フェニックス代表者及び事務局：清水径子 
 冊子企画・制作：伊住真教、児崎友美、山本拓、大内雄介 
 制作協力：日高寿子、吉村望、松田拓之、他1名 
 また、卒業生以外にも稲田弘子先生、臨床福祉専攻 3 年生 3 名（濱田僚士、甲斐数啓、
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上野瑞生）にも一度ご参加いただき、意見をいただいた。 
 
４．冊子についてのアンケート調査 
１）目的 
知っておきたい介護保険の制作、配布にあたり実際に説明に使用する福祉専門職の方へ
事前にチェックを依頼し、冊子への意見、要望を収集し、より専門職が利用できる冊子と
するため、修正の参考にする。 
 
２）方法 
①対象者 
延岡市内の病院の医療ソーシャルワーカー、精神保健福祉士等 16 名、延岡市内の地域包
括支援センター職員 30 名、計 46 名とした。 
 
②調査期間 
平成 29 年 11 月 8 日～11 月 22 日とした。 
 
③調査方法 
冊子見本とアンケートを郵送にて配布し、見本を見た上でアンケートに答えてもらった。
冊子見本及びアンケートについては同封した返信用封筒にて返送することとした。 
 
④倫理的配慮 
? 文書にて本調査の趣旨を伝え、アンケートについての協力は任意であり、不利益を生じ
ることがないことを明記した。なお、平成 29 年 10 月 12 日九州保健福祉大学倫理委員会の
承認を得た上で調査を実施した（受理番号 17-020）。 
 
３）結果 
回収率は全体で 87％（40 票）であった。そのうち、地域包括支援センターは 80％（24
票）、病院は 100％（16 票）である。 
 
①冊子のわかりやすさについて 
わかりやすさについては、79％（31 名）がわかりやすい、13％（5 名）が普通、8％（3
名）がわかりにくいと答えた。（図 1.参照） 
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図 1．わかりやすさ 
 
わかりやすかった点については、以下の肯定的な意見が挙がった。 
 イラストがある。 
 写真がある。 
 短く説明してある。 
 文字の大きさがちょうどよい。 
 ページごとのカラーの工夫等されている。 
 サービス等のイメージがしやすく理解しやすい。 
 認定調査を受けるまでの流れはわかりやすく良い。 
 他の内容も読みやすく理解がしやすい。 
 専門用語が少ない 
 シンプルで見やすいです 
 病院受診について、具体的に記載している。 
 訪問調査のポイントが書いてありわかりやすい。 
 例を取り入れているためわかりやすい。 
 サービスの種類についてがイメージしやすく分かりやすい。 
 サービスを利用したい時の流れが分かる。 
 利用料金が一目でわかるよう工夫されている。 
 要支援認定者の利用料金等の説明と総合事業の内容が分かりにくかったので良い。 
 介護保険被保険者証も届いているのにどんなものか解らない人が多く、写真があるの
は良い。 
 必要最小限のポイントをおさえられています。 
 情報量が適度で、対象者の家族等も含めわかりやすいと思う。 
 色使いが目に優しいと感じました。自然体で書体を変えているので見やすい。 
わかりやすい
79%
普通
13%
わかりにくい
8%
n=39
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分かりにくい点としては、下記についてご指摘があった。 
 住宅改修の説明で工事の例がありますが、写真だけではどこが変化しているのかわか
らない方がいるかもしれません。 
 予備知識のない一般の方の視点で作成してみたらよいと思います。記載されている情
報が断片的なので、必要とする情報がぱっと見てわかるような工夫が必要だと思いま
す。 
 内容を正確に伝えているかという部分では、少し疑問あり。先に住宅改修等がきてい
て、大きいのでｐ6-7 がかすんで見えてしまう。 
 
②内容の充実について 
? 内容の充実については、41％（16 名）が充実していると答え、49％（19 名）が普通、
10％（4 名）が不十分だと答えた。（図 2.参照） 
 
 
図 2．内容の充実 
 
内容の充実についての肯定的な意見は、下記の通りである。 
 認定調査時のポイントが相談者側に立った説明になっているから。パンフレットの説
明の時点で「利用者本位」が伝わってくる。 
 写真等があると分かりやすいから。 
 ポイントが抑えられていると思います 
 パンフレットを見て、介護保険の申請からサービス内容まで理解することはできると
思う。 
 基本的な情報は網羅していると思われるため。詳細については説明時に補足すればよ
いと思う。 
充実している
41%
普通
49%
不十分
10% n=40
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 ほとんどの情報が入っており、補足をしていけば問題ないと思う。 
 介護保険証が載っていたため、家族としてはイメージがつきやすいと思う 
 要点をおさえてあり、十分な内容である。 
 サービス利用したい時の流れで病院受診の流れについてが説明してあるのはわかりや
すいかと思います。 
 サービスの内容が書いてあるので、わからない人もなんとなくは理解できると思う 
 細かくなれば広がってしまうので、ちょうど良いと思います。 
 様々なサービス、事業が簡潔にわかりやすく書いてあった。 
 充実しようと思えばわかりにくくなるので、充実させる必要もないと思う。 
 介護保険被保険者証の掲示により、ご本人や家族に具体的に確認ができる。 
 病院受診時、実際の様子を伝えることが難しいのでｐ２～３はありがたいです。 
 
? 以下の点は、ご指摘があった点である。 
 p2、①「相談する」との記載はどこで誰に相談すればよいのか電話番号でも書いてあ
るともっと活用しやすいようにあります。 
 このパンフレットは医療・介護者用なのか一般市民用なのかわからないです。一般市
民用であれば専門用語（移乗・嚥下等）ではない方が理解が得られるように思います。 
 要介護状態の人の想定される費用が掲載されているとよいと思う。 
 かかりつけ医がない場合→市役所に相談してくださいの方がよいのではないか。 
 p4、6～7、介護度の制限があるものは記載してほしい。 
例）老健介１以上ヘルパー? 独居である等必要要件も記載が欲しい。 
 介護保険を知らない人が見たら安易な申請につながると思った。40 歳以上の医療保険
加入者、65 歳以上の人の納めた保険料からの報酬の支払いがあり自立支援が基本であ
ることが書かれていない。受診の所はあまり必要ないと思う。調査を受けた後、どう
するか、そこが書かれていない。 
 はじめての人に対してすぐにサービスが使えると説明しているようなもの 
 金額を書いてあるのは良いが、状況によっては、安易な申請につながるような気がす
る。福祉用具・ヘルパー（安いというイメージ）。 
 地域包括支援センター一覧には担当地区も含めたほうがいいと思う。 
 
 
③説明のしやすさについて 
? 説明のしやすさでは、67％（27 名）が説明しやすい、28％（11 名）が普通、5％（2 名）
が説明しにくいと答えた。（図 3．参照） 
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図 3．説明のしやすさ 
 
? 説明しやすい点としては、以下の意見が挙がった。 
 写真・イラストが多く、初めて説明を受ける方でもわかりやすいと感じるから。 
 説明するときに相手がイメージしやすいと思う 
 説明側が制度を理解していれば問題ないと思う。 
 施設入所について一つ一つ形態の説明が記入されていたため説明しやすい。 
 要点を押えてあるので伝える側も伝えやすい。 
 簡潔にポイントに沿った説明ができると感じます。 
 高齢者に対してもわかりやすい表現で書かれている 
 内容を知らない方が必要なポイントを見てもらい分かりやすいと思います。 
 非該当と事業対象者とその利用サービス等の説明の色分けが共通になっていること 
 説明する際の各項目がまとまっていて伝えやすい。通常のパンフレットは、ページ数
も多く、説明を受ける側もわかりにくい感じを受ける。 
 市の介護保険のパンフレットより総合事業の説明が行いやすい。 
 
? 説明しにくい点としては、以下の点が挙がった。 
 p2、②基本チェックリストの実施と記されていますが、介護保険申請についてある程
度知識がある方はこの記載で理解できるかもしれませんが、知識のない人にはわかり
にくいです。 
 かかりつけの病院がない場合、市役所の指定する病院名が記載されてあると助かりま
す。 
 p2 医師が診察しやすいように洋服などの選び方に注意しましょうは必要か？具体的に
どういう洋服か迷う。 
説明しやすい
67%
普通
28%
説明しにくい
5% n=40
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 ただ、初めて見る人が要支援は住宅改修や福祉用具購入・貸与のみで、要介護になら
ないとサービス利用できないと勘違いしないか心配。 
 p2、②～③の流れの説明が不十分。 
 p2、②違いの説明が不十分。 
 （住宅改修や福祉用具など）金額を安易に書くのは疑問。状況に応じて必要であれば
利用できるが、先に上限が書いてあると、この金額まで使えると思って申請されると
困る。みんなの保険料を大切に使うことが責務です。 
 
５．アンケート結果を踏まえた冊子完成に向けた調整 
? アンケート結果より、分かりやすさ、内容の充実、説明のしやすさの３点から冊子への
意見・要望をいただいた。 
総合的な評価としては、イラスト・写真を入れ、できるだけ文章を減らし、読みやすく
なるよう工夫したこと、従来の介護保険の冊子とは違う「病院受診」や「訪問調査のポイ
ント」を詳しく書いたこと、介護保険被保険者証の見本を掲載したことなどが評価されて
いる。 
指摘を頂いた住宅改修の写真については、どこが変化しているかわかりにくかったため、
「手すりを設置」と矢印も含めて追加した。 
8 ページという限られたページ数の中で、これから介護保険制度の申請をする方への最低
限必要な情報として、申請手順、サービス内容、連絡先等をピックアップしているため、
延岡市で配布している冊子と比較すると情報量は最低限のものになっている。また、情報
が断片的であったり、掲載順に疑問を持ったという意見も挙がっている。ご指摘について
は勉強会の中で再度、本冊子の目的を確認し、調整を重ねた。アンケート後の修正箇所は、
表 3 の通りである。 
本冊子は、表 1 の本冊子の構成の工夫（独自性）で記述した通り、延岡市独自でのサー
ビスや地域包括支援センターなどでよく説明する訪問調査や病院受診等の項目を取り上げ、
市のパンフレットとの差別化を図った。本冊子を使用する際には、文字を減らし、見やす
くなった分、補足説明が必要な箇所もあることを理解した上での利用となる。つまり、複
雑な介護保険を正確に伝えるには、本冊子だけでは不十分ということは承知の上で、専門
職が利用者にわかりやすく伝える情報発信ツールとして利用することが求められる。 
アンケート結果から、補足説明が必要な箇所がそれぞれの専門職の立場により違うとい
うことも明らかになった。わかりやすさと説明のしやすさを追求すればするほど内容の充
実が必要になってくるが、そのバランスを保つのは難しい。必要な箇所は現在配布されて
いる市の介護保険冊子で確認し、専門職が説明を行いながら本冊子に書き込みを行い、対
象者にあった介護保険の冊子にできればと随時書き込みながら使用することも想定したも
のである。 
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表３．アンケート結果に基づく修正箇所 
頁 修正前 修正後 
表紙 
見出しの色（黄色） 
確認してみませんか？あなたの体力 
見出しの色（緑）文字を大きくを修正 
確認してみませんか？あなたのこと 
2 
病院受診 
●医師が診察し易いように、洋服などの
選び方に注意しましょう。 
認定の結果は、約 1 か月後に届く保険証
を確認してください。 
病院受診 
●着脱しやすい服装で受診しましょう。 
 
認定の結果は、約 1 か月後に届く保険証
を確認してください。認定後、サービス
を利用する場合は、ケアマネジャーがケ
アプランを作成します。 
4 
介護予防・生活支援サービス事業 
●訪問型サービス（ヘルパー） 
掃除・洗濯などの日常生活上の支援を行
います。 
 
●通所型サービス（デイサービス） 
施設に通って、軽い運動や交流のできる
サービスがあります。 
介護予防・生活支援サービス事業 
●訪問型サービス（ヘルパー） 
掃除・洗濯などの日常生活上の支援を行
います。（1 回の利用時間は原則 60 分程
度） 
●通所型サービス（デイサービス） 
施設に通って、軽い運動や交流を行いま
す。スタッフが送迎を行います。 
5 
住宅改修 
●手続の流れ【受領委任の場合】 
②申請 
工事を始める前に、介護保険課に、必要
な書類を提出。改修の申請をする。 
 
③工事・支払い 
市の審査結果を受けて着工する。工事
後、写真を撮影する。費用を 1 割または
2 割支払う。 
●工事の例 
浴槽の写真 
住宅改修 
●手続の流れ【受領委任の場合】 
②申請 
工事を始める前に、介護保険課に、必要
な書類を提出する（工事前の写真を添
付）。改修の申請をする。 
③工事・支払い 
市の審査結果を受けて着工する。完了後、
ケアマネジャーが確認。その後、業者に
費用を支払う。 
●工事の例 
浴槽の写真（手すりを設置） 
6 
短期入所生活介護（ショートステイ） 
家族の用事や疲労回復のために短期間、
特別養護老人ホームなどを利用できま
す。 
短期入所療養介護（医療型ショートステ
短期入所生活介護（ショートステイ） 
家族の用事や介護負担軽減のために短期
間、特別養護老人ホームなどを利用でき
ます。 
短期入所療養介護（医療型ショートステ
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イ） 
家族の用事や疲労回復のために短期間、
介護老人保健施設などを利用できます。 
 
イ） 
家族の用事や介護負担軽減のために短期
間、介護老人保健施設などを利用できま
す。 
 
６．配布部数 
? 冊子は 700 部作成した。 
? 冊子の配布部数については事前に必要部数を確認し、希望に沿って配布部数を検討し、
下記の部数を配布することとした（表 4 参照）。また、残りは大学にて保管し、必要な事業
所等へ配布する。 
 
表４．配布部数 
配布先? 配布数?
北川地域包括支援センター? ???
北浦地域包括支援センター? ???
北方地域包括支援センター? ???
恒富西地域包括支援センター? ??
恒富東地域包括支援センター? ???
岡富地域包括支援センター? ??
恒富南地域包括支援センター? ??
南方地域包括支援センター? ???
土々呂地域包括支援センター? ??
東海地域包括支援センター? ???
中央地域包括支援センター? ???
延岡保養園? ???
延岡市医師会病院? ???
共立病院? ??
黒木病院? ??
延岡リハビリテーション病院? ???
杉本病院? ???
おがわクリニック? ??
吉田病院? ??
延岡市役所? ????
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７．おわりに 
? 今年度の初めての挑戦である介護保険制度の冊子づくりがようやく形になった。１年と
いう短い期間に、仕事の合間をぬって大学に集まり勉強会を重ね、卒業生が知恵を出し合
い、時には先生方や学生、現場の専門職の皆様の力を借りながらここまでたどり着くこと
ができた。 
? アンケート調査についても率直なご意見を頂き、下記のような内容も記入されていた。 
? 「パンフレットから「人のあたたかさ」が伝わってきました。ありがとうございました。
応援しています。」 
? 「失礼なこともお書きしてすみません。ただ、どこの現場でもですが介護申請する家族
も高齢化している現状を考えるとパンフレットなどの説明文書は内容を端的に示す必要性
を私自身感じています。もう一点として使用する現場の違いで見方も違ってくるとは思い
ます。いろいろとお書きしましたが、今回送っていただいたパンフレット自体は良くまと
まっていると感じてはいるのですが、工夫をされたら、きっとより良いものになると思い
ます。たくさんの時間を使って準備されたこのパンフレットで説明させていただける日を
願っています。」 
? このような暖かいお言葉を頂き、感銘を受けたとともに冊子を完成させる励みになった。 
? 冊子の内容は、決して介護保険制度のすべてを理解できる内容ではないが、病院や地域
包括支援センター等へ相談に来た高齢者や家族が介護保険制度の申請や利用できるサービ
スについて理解ができる必要最低限の内容になっている。 
? 冊子を作成しながら、フェニックスの勉強会メンバーが改めて介護保険制度を学び直す
機会になり、延岡市の一般介護予防事業や地域支援事業、介護保険サービスの現状につい
ても情報交換をしながら理解することができた。 
? この冊子が少しでも専門職・市民の皆様のお役に立てればと願うばかりである。 
? また、来年度の活動予定は未定であるが、今後のフェニックスの活動が少しでも地域貢
献につながり、卒業生同士、専門職同士のネットワーク形成の手助けになれば幸いである。 
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①階段を手すりや壁をつたわらずに昇って
いますか
②椅子に座った状態から何もつかまらずに
立ち上がっていますか
③15分くらい続けて歩いていますか
④この１年間に転んだことがありますか
⑤転倒に対する不安は大きいですか
確認してみませんか？あなたのこと
はい いいえ／
はい いいえ／
はい いいえ／
はい いいえ／
はい いいえ／
※基本チェックリストから抜粋
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2介護関係のサービスを
利用したいときの流れ
相談する
基本チェック
リストの実施
介護保険の
申請をする
要介護認定
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
要支援１
要支援２
非該当
事業対象者
●市役所（介護保険課）から電
話が入ったら、調査日を決
めましょう。
●かかりつけの病院を受診しま
す。かかりつけの病院が無
い場合は、市役所の指定す
る病院にかかりましょう。
●病院によっては、受診日の指
定があります。
●調査時間　30 ～ 60 分程度
病院受診
●病院によっては、予診票が必
要です。
●初めてかかる病院では、医師が
書類を書くのに複数回受診す
る場合があります。
●書類は、市の職員が病院へ持
参します。
●着脱しやすい服装で受診しま
しょう。
　認定の結果は、約１カ月後に
届く保険証を確認してくださ
い。認定後、サービスを利用す
る場合は、ケアマネジャーがケ
アプランを作成します。
１
２
３
●かかりつけ医を持ちましょう。
訪問調査（全国共通）
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3知っておきたい介護保険
●日常生活の中で、自分で身の回りのこと
ができているか、家族などのお手伝いが
あるかを調べるものです。病気の内容を
調べるものではありません。
●調査の際は、本人が答えてください。も
しも事実と違う話をした時は、家族など
があとで調査員に実際の様子を伝えま
しょう。
●頑張りすぎずに、ありのままを話しま
しょう。
●どのような時に、家族などが手伝ってい
るか（家族を必要としているか）を教え
てください。
●具体的にエピソードを交えながら話しま
しょう。
　
　
介護保険の
認定調査項目
①　視力
②　聴力
③　移乗
④　移動
⑤　えん下
　　（食べ物の飲み込み）
⑥　食事摂取
⑦　排尿
⑧　排便
⑨　清潔
⑩　衣服着脱
⑪　外出頻度
⑫　意思の伝達
⑬　記憶・理解
⑭　大声を出す
⑮　ひどい物忘れ
⑯　薬の内服
⑰　金銭の管理
⑱　日常の意思決定
⑲　２週間以内に受けた医療
⑳　麻痺などの有無
㉑　拘縮の有無
㉒　寝返り
㉓　起き上がり
㉔　座位保持
㉕　両足での立位保持
㉖　歩行
㉗　立ち上がり
㉘　両足での立位保持
㉙　洗身
訪問調査を受けるときの
ポイント
　
　
●最近の話をしましょう。
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4一般介護予防事業
介護予防・生活支援サービス事業
訪問型サービス（ヘルパー）
通所型サービス（デイサービス）
配食サービス
　掃除・洗濯などの日常生活上の支援を行
います。（１回の利用時間は原則60分程度）
　施設に通って、軽い運動や交流を行いま
す。スタッフが送迎を行います。
　栄養改善や安否確認などを目的とした配
食サービスです。昼食・夕食のどちらかを
選択できます。
　お住まいの地域で事業者が決まっています。
　生きがいづくりなど、介護が必
要な状態になることを予防するた
めの取り組みです
※地域によって行われていない活動があります。詳しくは、お近くの地域包括支援センター
へお尋ねください。
目安
1,168円／月
（週１回）
１割負担の場合
目安
1,647円／月
（週１回）
１割負担の場合
目安
350円～450円／食
（事業の一例）
コミュニティカフェ
　認知症の人や家族など、誰でも気軽にお
茶を飲みながら集う場所です。
さんさんクラブ（高齢者クラブ、老人クラブ）
　地域の高齢者による自主的な団体で、生
きがいや健康づくりなどに取り組みます。
いきいき100歳体操
　週に１回程度、手足に重りをつけて体操
を行います。
ふれあいサロン
　月に１回程度、公民館などで手芸やレク
リエーションなどを行います。
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5知っておきたい介護保険
住宅改修や福祉用具の貸与・購入
手続きの流れ【受領委任の場合】
住宅改修
①相談
介護保険課やケア
マネジャーに相談
する。
②申請
工事を始める前
に、介護保険課に、
必要な書類を提出
する（工事前の写
真を添付）。改修
の申請をする。
③工事・支払い
市の審査結果を受
けて着工する。
完了後、ケアマネ
ジャーが確認。
その後、業者に費
用を支払う。
④工事完了報告
工事完了後、写真
や領収書などを提
出。
福祉用具の貸与福祉用具の購入
　生活環境を整えるための小規模な住宅改修に対して、要介護区分に関係なく、
上限 20 万円まで住宅改修費が支給されます。（自己負担１割または２割）
住宅改修の際は、事前の手続きが必要です。
工事の前に、保険給付の対象となるかを、介護保
険課やケアマネジャーにお尋ねください。
工事の例
利用限度額
20万円まで
　トイレや入浴などの福祉用具を購入
する際の、費用を支給します。
●支給対象は、５種類です。
●指定を受けていない事業者から購入した
　場合は、支給対象になりません。
利用限度額
年間10万円まで
（例）
生活に必要な福祉用具が借りられます。
実際にかかった費用の１割または２割を支払う
①歩行器
②手すり
③歩行補助つえ
④スロープ
軽度な人向け
重度な人向け
⑤車いす
⑥ベッド
ポータブルトイレ
（腰かけ便座）
シャワーイス
（入浴補助用具）
月額150円～1,000円
①
②
⑤
１割負担の場合
自己負担１割または２割
自己負担１割または２割
手すりを設置
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6　家族の用事や介護負担軽減
のために短期間、特別養護老人
ホームなどを利用できます。
　生活リハビリを目的に、日
帰りで、レクリエーションや
食事、入浴ができます。
　家族の用事や介護負担軽減
のために短期間、介護老人保
健施設などを利用できます。
　専門性の高いリハビリテー
ションを目的に通う、日帰り
でリハビリができます。
※認知症対応型サービスもあります。
居宅療養管理指導 訪問看護
通所介護（デイサービス） 通所リハビリテーション（デイケア）
短期入所生活介護
（ショートステイ）
短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）
　自宅にヘルパーが伺っ
て、食事の準備や入浴など
　自宅にスタッフが伺い
ベッドの横などに、バスタ
　リハビリの専門家が自宅
に伺い、手や足などの訓練
　自宅に医師や歯科医師、薬剤師などが伺 　看護師が自宅に伺い、療養上のお世話や
をお手伝い
をします。
ブを持ち込
み、寝たまま
入浴します。
を行います。
い、本人や自宅の様子を
見ながら、療養上の指導
や管理を行います。
診療の補助を行います。
自宅で生活しながら
利用する介護サービス
訪問介護
（ホームヘルプサービス） 訪問入浴介護
訪問リハビリ
テーション
※各サービスの費用は、利用料の一部が自己負担となります。
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7知っておきたい介護保険
介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 介護老人保健施設
介護療養型医療施設
（介護医療院）
認知症対応型
共同生活介護
（グループホーム）
小規模多機能型
居宅介護
主な施設サービスの種類
　有料老人ホームなどの施
設です。食事や排せつ、入
浴などのサービスがある
「介護付き」と、通所介護
や訪問介護などの外部の事
業所が利用できる「住宅型」
の２種類あります。
特定施設入居者
生活介護
　認知症の診断を受けた人
が、最大９人で共同生活を
行う施設です。
　自宅での生活を中心に
「小規模多機能型居宅介護」
へ通い、必要に応じてヘル
パーの訪問や宿泊もできる
複合施設です。
　訪問看護を組み合わせた
看護小規模多機能型居宅介
護もあります。
※登録が必要です。
　入院して病気の治療があ
る程度落ち着いた人が対象
になります。
　たんの吸引やインスリン
治療など、24 時間医療的
なケアを必要とする人が利
用する施設です。
　自宅での生活が難しく、
身の回りのこと（食事、排
せつ、入浴など）に対し、
常に支援を必要とする人が
生活する施設です。
　専門性の高いリハビリを
集中的に行い、自宅に戻る
ことが目的の施設です。
　３～６カ月ごとに、施設
で生活できる期間を見直し
ます。
　今後、制度改正により、名称が
介護医療院になります。
料金の目安
52,000円～ 113,000円
（食費や家賃など）に別途
介護料がかかります。
※各サービスの費用は、利用料の一部が自己負担となります。
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延岡市地域包括支援センター　一覧
中央地域包括支援センター 桜小路356－ 11 ☎ 26－ 7206
東海地域包括支援センター 無鹿町1丁目2031－５ ☎32－ 5677
土々呂地域包括支援センター 鯛名町908－１ ☎24－ 1100
南方地域包括支援センター 岡元町630－１ ☎39－ 0591
恒富南地域包括支援センター 沖田町2240－１ ☎35－ 0010
岡富地域包括支援センター 中川原町２丁目4591－２ ☎21－ 8568
恒富東地域包括支援センター 長浜町１丁目1765－１ ☎26－ 2330
恒富西地域包括支援センター 三ツ瀬町１丁目12－４ ☎32－ 6550
北方地域包括支援センター 北方町川水流卯1420 ☎ 47－ 2381
北浦地域包括支援センター 北浦町古江2433－１ ☎45－ 2457
北川地域包括支援センター 北川町川内名7226－４ ☎46－ 2127
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介護保険に関する
お問い合わせは
延岡市役所介護保険課
　認定係　　　　　　　☎22－7071
　保険料係　　　　　　☎22－7058
　指導計画係　　　　　☎22－7069
　地域包括ケア推進係　☎22－7072
見本
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